
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

１ 金 修学旅行結団式 

２ 土 2 年修学旅行（～７日） 

３ 日  

４ 月 赤い羽根共同募金（～13 日） 

５ 火  

６ 水 
⑤⑥１年主権者教育 

⑦３年消費生活支援（ヤング）講座 

７ 木  

８ 金 ２年代休（12/３分） 

９ 土  

10 日  

11 月 CORE 相互訪問 

12 火  

13 水  

14 木 45 分短縮授業 

15 金 SSW 来校 

16 土 

1 年・2 年α県下一斉実力試験  

2 年β校内 SPI 模試  

3 年北予備ファイナル模試 

17 日 
3 年北予備ファイナル模試 

[吹奏楽]松浦アンサンブルコンテスト 

18 月  

19 火 掃除カット 6 コマ日課 

20 水  

21 木 
45 分短縮掃除カット 6 コマ日課 

ノー残業デー 

22 金 
３コマ授業 薬物乱用防止講話 

図書室蔵書点検 終業式・大掃除 

23 土 [バド]佐世保シングルス大会 

24 日 ノー開放デー 

25 月 
冬季補習(～28 日) 

３年共通テスト直前模試 

26 火 ３年共通テスト直前模試 

27 水  

28 木 御用納め 

29 金  

30 土  

31 日  

第８号 令和５年１１月２８日発行 

◆12 月の行事予定◆ 

e-mail：hokushounishi-h@news.ed.jp HP：http://www2.news.ed.jp/section/hokushounishi-h/   

『 守破離 』 

          北松西高等学校長 大谷 幸治 

 

 「守破離」とは、武道や茶道ではもちろんのこと、最近ではビ

ジネスの世界でも良く使われる言葉です。「守破離」の「守」は、

修業の最初の段階を表します。最初の段階の心構えとも言えま

す。師からの指導に対して真摯に傾聴し、行動を見習って模倣し、

指導者の教えを自分のものにしていく段階です。江戸時代に寺小

屋で四書五経の素読を繰り返したように、すべてを習得できたと

感じるまでは、師の指導通りにすることを意味しています。「破」

は、次の段階で、指導者から学んだ教えから一歩踏み出して、自

ら積極的にその教えや指導を破る行為のことです。師の教えとい

う殻を破り、自分なりに工夫を凝らし、指導者の教えにはなかっ

た方法などに挑戦してみる段階を意味しています。「離」は、最

終段階の行為です。師からの教えを礎としつつも、そこから離れ

る決意により、独力で獲得した独創性をさらに全面に出していく

ことです。もちろん、障壁に直面した時や前進が停滞した時には、

「破」や「守」に立ち返り、思考を整理することもできます。 

現在、北松西高生は、全員がそれぞれの守破離のいずれかの段

階で成長しています。ある生徒は、授業や部活動、行事等を通じ

て先生方の教えを受け、もがき苦しみながらもできることを少し

ずつ増やし、自分の基礎部分を強固に築きつつあります。また、

ある生徒は、自分独自のやり方に手応えを感じ、自信を持って突

き進んでいる生徒もいます。現在３年生は、自分の将来に向けて

就職試験や対外模試に一心不乱に取り組んでいる最中です。文字

通り親からの「離」、島からの「離」が目前まで迫ってきていま

す。小中高一貫教育の総仕上げとしてこの苦しい時期を乗り越え

て欲しいと願っています。 

各学年の地域探究の取り組みや行事等は、 

随時、ホームページにもアップしています。 

ぜひご覧ください。 

ホームページはこちらから → 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落語の楽しさ ～芸術鑑賞会～ 

11 月 9 日、本校体育館にて芸術鑑賞会「学校寄

席」が行われました。上方落語の露の瑞さんと江戸

前落語の春風亭柏枝さんにお越しいただき、落語

の歴史や小道具の使い方、登場曲の下座音楽など

について笑いを交えて面白く、楽しく教えていた

だきました。上演後は「表情や小道具の使い方一つ

で観客にイメージを持たせるプロの表現力に驚い

た」「日本ならではの縁起を担ぐ文化に面白みを感

じた」「いつか寄席に 

行って落語を見たい」 

などの感想が多く寄せ 

られました。 

覚えておきたい小値賀の味 

～魚おろし・郷土料理教室～ 

１０月２６日に「ふるさとの味・かーちゃんの

味」つたえよー会の皆様、指導漁業士の中村様を講

師にお招きして３年ぶりに魚おろし教室・郷土料

理教室を実施いたしました。生徒からは「丁寧に教

えてもらえたので楽しく調理できた」、「島を離れ

ても小値賀の味を思い出しながら作ってみたい」

といった感想が聞かれました。材料の調達から当

日の運営まで地域の皆 

様に多大なご協力をい 

ただきました。ありが 

とうございました。 

 

Challenge ＆ Fun 
～English Day～ 

11 月 16 日に English Day を行いました。今

年度は他校の ALT の先生方をお招きし、前半は生

徒たちによる英語でのパフォーマンス、後半は来

ていただいた ALT ＋ LA 先生と一緒にグループ

に分かれてのゲームをしながら、英語を使って楽

しく活動することができました。生徒たちも普段

の授業で学んでいる英語を用いて、ALT の先生方

と楽しくコミュニケーションを取ることができ、

大変有意義な１日となりました。協力していただ

いた３名の ALT の先生方、本当にありがとうござ

いました。 

 

想いを伝える ～少年の主張大会～ 

１１月１２日に離島開発センターで「少年の主

張大会」が開催されました。本校から３年生の生徒

３名が出場し、将来の夢や小値賀に対する想いな

どを堂々と発表しました。 

【高校の部】 

最優秀賞 

「畜産業で小値賀の未来を 

変える」    川村聖斗 

入選 

「進路選択に際して感じる 

三つのこと」  濵田愛羅 

「私の夢」    濵田朔羅 

 


